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・総合体育館
・地域交流センター

50kw
50kw

（押原中体育館）

民間事業者が全額負担で設
備を整備して、それを自治
体へ寄附。それに対し、自
治体は一定期間無償で施設
を貸し出すというシステム。





安全で安心なまち2

歳入を見込んだ予算編成1

協働のまちづくり3

緑化推進と環境保全5

子育て環境の整備4

6 人・農地プランの作成と農業振興

学校教育と生涯学習8

福祉のまちづくり9

10 住みよい昭和町を後世に残す

7 基盤整備と主要計画策定

単に平均寿命を延ばすので
はなく、住み慣れた地域で
健康で長生きできる「健康
寿命」を延ばすための施策
を展開します。

健康寿命の延伸

1

教育指導監の指導体制を確
立しつつ、教育委員会が主
体となり、未来を担う子供
たちの健全育成を推進します。

未来を担う子供の教育

2

町民活動の強化、市街化調
整区域の開発、リニアを見
据えたまちづくり等、住み
よい昭和町を後世につなげ
るまちづくりを行います。

副町長の登用による発展
持続性の高いまちづくり

3

3つの基本柱



磯部　　洋　氏
いそ べ ひろし

杉浦　　彊　氏
すぎ うら つよし

清水　　克　氏
し みず まさる

内池　光男　氏
うち いけ おみつ

【補充員】

「スピード感を持って取り組む！」
前総務課長の志村武夫氏が選任されました。※議員全員で同意

西条4208番地
志村　武夫　氏
し むら たけ お

人　　事

平成25年4月11日の任期満了に伴い、指名推せんにより4名の選挙管理委員を

選出しました。また補充員として4名が選出されました。※議員全員賛成で可決

【委　員】

西条4165番地
森田　幸一　氏
もり た かずゆき

河東中島514番地
山下　　實　氏
やま した みのる

紙漉阿原1696番地2
伊藤　　浩　氏
い とう ひろし

上河東468番地1
平賀　弌茂　氏
ひら が しげかず

平成25年3月31日の任期満了に伴い、新たに3人の公平委員

が選任されました。※議員全員で同意

河西464番地
石原　　昭　氏
いし はら あきら

西条5167番地
笠松　豊乗　氏
かさ まつ ほうじょう

押越842番地
秋山　一紀　氏
あき やま のりかず



タブレット端末を使った授業風景（常永小）

民生費
21億9,273万円
（30.6%）

土木費
16億4,876万円
（23.0%）

総務費
8億5,602万円
（11.9%）

教育費
8億4,024万円
（11.7%）

公債費（返済金）
6億2,595万円（8.7%）

衛生費
4億9,238万円
（6.9%）

消防費
3億2,675万円
（4.6%）

議会費
9,781万円（1.4％） 農林水産費 5,971万円（0.8％）

商工費 2,154万円（0.3％）
その他 711万円（0.1％）

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合があります。

　今年度、新たに児童用として押原小に
52台、西条小に40台導入予定。国語や音
楽など、実技授業等で録画再生機能を学
び、授業の充実を図る。

キーボードは付いておらず、液晶画面
に指をあてながら操作するパソコン



■平成25年度一般会計・特別会計予算

賛成14:反対1

賛成14:反対1

賛成14:反対1

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
下 水 道 事 業
渇 水 対 策

特
 
別
 
会
 
計

一　般　会　計 71億6,900万円

17億9,600万円

1億2,440万円

7億6,717万円

1,470万円

10億6,868万円

1,122万円

8.4%

4.7%

0.5%

12.0%

4.9%

1.6%

119.2%

合　　計 109億5,117万円 7.3%

会　計　名 予　算　額 前年度比 可否

反対は深澤平助議員
（国民健康保険特別会計に対し、深澤平助議員より反対意見がありました）

国庫支出金
9億6,206万円
（13.4%）

繰入金
4億7,500万円
（6.6%）

県支出金
4億5,456万円
（6.3%）

地方消費税交付金
2億3,000万円（3.2%）

地方譲与税ほか
8,240万円（1.1%）町債（借入金）

3億2,410万円（4.5%）

分担金・負担金
2億154万円（2.8%）

諸収入ほか
8,550万円（1.2%）

町税
42億9,151万円
（59.9%）

［内訳］

・町民税

・固定資産税

・町たばこ税

・軽自動車税

15億8,498万円

23億4,134万円

3億2,546万円

3,973万円

使用料・手数料
6,233万円（0.9%）

自
主

財

源
（71.4％）

財
依存

源
（28.6％）



常永小耐震貯水槽





　年度末を控えた予算編成で多くの費目が減額となる中、歳入で

は法人町民税現年課税分と固定資産税滞納繰越分の増額を見込ん

でいます。歳出では町道30号線道路用地購入費1,027万円、介護

保険特別会計繰出金1,221万円を増額し、下水道事業特別会計繰

出金等の減額、また事業執行後の不用額を併せた1億5,220万円を

基金に積み立てるものです。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

国民健康保険会計

後期高齢者医療会計

介護保険会計

介護サービス会計

下水道事業会計

………………………………△1,262万円

………………………………△136万円

………………………………………3,888万円

…………………………………△22万円

…………………………………△2,764万円

特別会計特別会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

　
平
成
25
年
3
月
定
例
会
は
、
3
月
5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
予

算
７
案
件
の
ほ
か
、
24
年
度
の
補
正
予
算
６
案
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
７
案
件
、

ま
た
追
加
案
件
５
件
の
計
25
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
6
人
の
議
員
が
15
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
、

町
長
の
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

啓発用パンフレット



・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

　
策
本
部
条
例

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
制
定
。

・
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事

　
業
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

　
る
条
例
（
※
1
）

・
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

　
の
事
業
に
関
す
る
基
準
等
を

　
定
め
る
条
例
（
※
2
）

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
者
等
の
指
定
に
関
す
る

　
基
準
を
定
め
る
条
例
（
※
3
）

　
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
町
で
条
例
制
定
す

る
と
い
う
も
の
。

指
定
居
宅

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

　
要
介
護
者
が
夜
間
専
用

の
訪
問
介
護
や
、
訪
問
・

短
期
間
の
宿
泊
を
組
み
合

わ
せ
た
中
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
。

指
定
介
護
予
防

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

　
要
支
援
者
（
認
知
症
の

方
な
ど
）
が
食
事
や
入
浴

な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支

援
や
、
機
能
訓
練
な
ど
が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。

指
定
地
域
密
着
型

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

　
指
定
居
宅
・
指
定
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
総
ま
と

め
し
た
も
の
。
　

※1※2※3

正しい知識で介護と向き合う

腕に付いている
オレンジリングは
認知症サポーター
のしるしです

・
特
別
職
等
の
委
員
及
び
区
長

　
等
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

　
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　
例
の
改
正

　
町
職
員
安
全
衛
生
委
員
会

の
委
員
で
あ
る
産
業
医
及
び

青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
報
酬
を
規
定
す
る
も
の
。

・
国
有
林
野
の
有
す
る
公
益
的

　
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

　
め
の
国
有
林
野
の
管
理
経
営

　
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行

　
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

　
関
す
る
条
例
の
改
正

　
情
報
公
開
条
例
、
個
人
情

報
保
護
条
例
及
び
都
市
計
画

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

・
税
条
例
の
改
正

　
地
方
税
法
等
に
関
す
る
暫

定
措
置
法
の
改
正
に
伴
う
一

部
改
正
。



3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

総
務
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

石
原
議
員
　
当
町
は
3
日
分

の
食
糧
備
蓄
が
さ
れ
て
い
な

い
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
今

後
の
備
蓄
計
画
は
。

企
画
財
政
課
長
　
東
海
地
震

を
想
定
し
た
居
住
制
約
者
数

の
3
日
分
の
食
料
は
備
蓄
し

て
い
る
。
曽
根
丘
陵
断
層
地

震
の
場
合
に
は
不
足
が
生
じ

る
の
で
、
平
成
25
年
度
早
期

に
備
蓄
す
る
。

塚
原
議
員
　
常
永
駅
を
利
用

し
て
イ
オ
ン
に
行
く
人
が
、

場
所
が
分
か
ら
ず
地
元
の
人

た
ち
に
聞
い
て
い
る
。
案
内

板
等
の
設
置
を
し
た
ら
ど
う

か
。

総
務
課
長
　
イ
オ
ン
側
も
地

域
貢
献
を
積
極
的
に
考
え
て

い
る
の
で
、
案
内
板
に
つ
い

て
イ
オ
ン
の
担
当
者
と
話
を

す
る
。

深
澤
（
平
）
議
員
　
高
齢
者

祝
金
が
平
成
25
年
度
も
予
算

化
さ
れ
て
い
る
が
。

町
長
　
節
目
に
配
布
す
る
か
、

廃
止
す
る
か
を
検
討
し
、
6

月
議
会
ま
で
に
結
論
を
出
し
、

協
議
し
た
い
。

樋
口
議
員
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（※）
の
普
及
率
は
。

町
民
窓
口
課
長
　
平
成
24
年

4
月
が
20
・
3
％
、
9
月
が

22
・
4
％
。
勧
奨
は
が
き
の

効
果
が
あ
る
の
で
は
。

長
谷
川
議
員
　
給
食
セ
ン
タ
ー

で
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
（※）
を

何
食
作
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
対
象
食
数

は
20
食
で
あ
る
が
、
日
々
の

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
数
の
変
動

は
あ
る
。

樋
口
議
員
　
杉
浦
醫
院
の
オ
ー

プ
ン
時
期
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
年
内
に
改

修
工
事
を
終
了
し
た
い
。
オ
ー

プ
ン
は
め
ど
が
つ
い
た
ら
考

え
た
い
。

　
製
薬
会
社
が
開
発
し
た

医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
、
別
の
メ
ー
カ
ー
が

同
じ
有
効
成
分
で
つ
く
る

薬
の
こ
と
で
、
後
発
医
薬

品
と
も
い
う
。

　
最
初
に
開
発
さ
れ
た
薬

は
新
薬
や
先
発
薬
と
よ
ば

れ
る
が
、
こ
の
先
発
薬
と

同
等
の
有
効
成
分
で
、
同

等
の
効
果
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
価
格
が
安
い
の

が
特
徴
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、

普
通
に
食
べ
た
食
物
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
し
て

身
体
に
害
を
も
た
ら
す
現

象
の
こ
と
。
現
在
、
町
の

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

れ
ら
の
ア
レ
ル
ギ
ー
現
象

を
低
減
す
る
た
め
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど

も
の
た
め
の
給
食
を
作
っ

て
い
ま
す
。

押原公園内備蓄品

有形文化財として登録されている杉浦醫院



産
業
土
木
常
任
員
会

林
議
員
　
4
月
29
日
の
昭
和
の
日
は
、

ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
「
エ
コ
し
ょ
う
わ

2
0
1
3

（※）
」
と
し
て
、
子
ど
も
服
の
リ

サ
イ
ク
ル
や
エ
コ
カ
ー
の
試
乗
会
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
教
室
な
ど
、
親
子
で
楽
し

め
る
よ
う
な
企
画
を
計
画
し
て
い
る
。

河
住
議
員
　
常
永
団
地
へ
の
監
視
カ
メ

ラ
3
台
の
設
置
場
所
は
。
ま
た
い
つ
こ

ろ
設
置
す
る
の
か
。

建
設
課
長
　
駐
輪
場
に
2
台
、
Ａ
棟
玄

関
口
に
1
台
設
置
。
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
設
置
し
た
い
。

福
島
議
員
　
町
道
30
号
線
の
工
事
予
定
は
。

建
設
課
長
　
平
成
26
年
度
着
工
。
平
成

28
年
度
供
用
開
始
予
定
。

3
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

水
源
対
策

特
別
委
員
会

中
澤
議
員
　
河
東
中
島
区
の

中
で
地
下
水
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
状
況
の
家
が
あ
る
。

昭
和
町
の
水
位
の
変
化
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
甲
府
市
水

道
局
昭
和
浄
水
場
の
取
水
量

の
減
少
に
よ
り
、
地
下
水
位

は
20
セ
ン
チ
ほ
ど
上
が
っ
て

い
る
。

遠
藤
議
員
　
浄
化
槽
の
定
期

点
検
は
。

環
境
経
済
課
長
　
浄
化
槽
に

つ
い
て
は
県
で
対
応
し
て
い

る
。
町
で
は
そ
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
毎
年
10
月
の
広
報
に
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
業
者
の

点
検
の
中
で
注
意
す
べ
き
箇

所
が
見
つ
か
っ
た
時
に
は
、

チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
い
る
。

集
め
ら
れ
た
子
ど
も
服

地
方
分
権
対
策

特
別
委
員
会

▼
当
局
よ
り

・
協
働
政
策
評
価
シ
ー
ト
に

　
つ
い
て
報
告
。

・
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
福

　
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

　
い
て
報
告
。

　
高
齢
者
牛
乳
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
今
年
度
廃
止
と
な

る
が
、
高
齢
者
の
見
守
り
や

予
防
接
種
な
ど
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
協
議
し
て
い
く
。

※
今
後
予
算
に
反
映
で
き
る

も
の
か
ど
う
か
、
議
会
の
中

で
も
協
議
し
て
い
く
。

▼
議
会
よ
り

・
議
員
定
数
の
問
題
に
つ
い

　
て
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　
エ
コ
し
ょ
う
わ
2
0
1
3
は
今
年

で
3
回
目
の
開
催
。
4
月
2
9
日
（
昭

和
の
日
）
に
押
原
公
園
・
ゆ
め
パ
ー

ク
し
ょ
う
わ
で
開
か
れ
ま
す
。
楽
し

み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
び
、
家

庭
で
負
荷
の
か
か
ら
な
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
目
指
す
た
め
に
、
エ
コ
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
エ
コ
ラ
イ
フ
展
示
会
、
エ

コ
販
売
会
な
ど
、
親
子
連
れ
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

石
原

町
長

中央地域の
今後のまちづくりは

長期的視野で
まちづくり進める

知
恵
を
出
し

振
興
策
を
探
る

身
延
線
南
側
地
域
の

農
業
振
興
は

昭
和
町
の
目
指
す
ま
ち

の
姿
、
地
域
の
姿
は
着

実
に
整
備
さ
れ
、
目
標
に
近
づ
い

て
い
る
。
し
か
し
「
公
共
公
益
施

設
の
集
積
と
周
辺
環
境
と
調
和
し

た
ま
ち
」
を
目
指
す
中
央
地
域
は
、

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
整
備
と
、
衰
退
す

る
農
業
の
振
興
と
い
う
課
題
を
抱

え
た
中
央
地
域
の
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
。

県
は
現
在
の
と
こ
ろ
市

街
化
区
域
の
拡
大
は
認

め
な
い
方
針
で
あ
る
。

　
今
回
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
見
直
し
に
あ
た
り
、
市
街
化

調
整
区
域
に
つ
い
て
、
地
区
計
画

に
よ
る
規
制
で
効
率
的
な
土
地
利

用
が
可
能
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
道
路
整
備
と
合
わ
せ

て
計
画
案
を
策
定
し
、
公
共
施
設

の
拡
充
整
備
と
居
住
環
境
の
調
和

を
図
る
た
め
、
長
期
的
視
野
に
立

っ
て
市
街
地
形
成
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
と
、
地
区
計

画
の
今
後
の
日
程
は
。

平
成
24
年

度
中
の
見

直
し
策
定
を
踏
ま
え
、
28
年
度
以

降
策
定
作
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

地
区
計
画
は
25
年
度
中
に
県
と
協

議
し
、
対
応
す
る
。

商
工
会
青
年
部
が
、
視

察
研
修
や
地
域
お
こ
し

の
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
生
懸
命

学
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
情
熱
を
、

昭
和
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
の
創
出

に
向
け
、
町
民
と
の
協
働
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
「
農

業
経
営
の
法
人
化
」
と
「
町
民
と

の
協
働
に
よ
る
新
た
な
昭
和
ブ
ラ

ン
ド
農
産
物
の
創
出
」
の
両
輪
に

よ
る
農
業
の
振
興
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
青
年
農
業

者
や
農
業
生
産
法
人
な
ど
が
農
地

の
集
積
を
目
指
し
て
農
業
の
大
規

模
化
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
作

成
を
行
う
。
ま
た
、
次
世
代
の
担

い
手
と
し
て
青
年
農
業
者
や
農
業

生
産
法
人
な
ど
、
農
地
集
積
の
研
究
。

　
一
方
商
工
会
で
は
農
商
工
連
携

事
業
に
取
り
組
み
、
町
内
農
産
物

を
食
材
と
し
た
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ

ー
開
発
や
、
官
民
連
携
で
山
田
錦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
と

と
も
に
、
昭
和
町
ブ
ラ
ン
ド
米
「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

再
質
問

石
原

石
原

都
市
整
備
課
長

町
長

県営圃場整備（押越・紙漉阿原）



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

町
長

河
住

福
祉
課
長

再
質
問

河
住

表
彰
記
念
品
に
は

商
品
券
を

商
工
会
と
も

検
討
し
て
い
く

報
償
費
を
各
課
で
計
上
し
、

功
労
者
等
に
表
彰
状
や

記
念
品
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、

好
み
や
趣
味
に
よ
り
喜
ば
れ
な
い

場
合
も
あ
る
。

　
記
念
品
で
な
く
、
町
内
で
通
用

す
る
商
品
券
を
贈
る
こ
と
で
、
本

人
が
思
い
出
と
価
値
あ
る
品
物
を

求
め
ら
れ
、
町
内
商
店
か
ら
の
購

入
で
町
の
活
性
化
の
一
助
と
も
な
る
。

町
の
考
え
は
。

町
の
有
功
・
優
遇
表
彰

者
に
は
、
永
年
、
町
政

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を
、
後

世
に
語
り
継
が
れ
る
証
と
し
て
感

謝
の
意
を
込
め
た
記
念
の
品
を
選

ん
で
い
る
。
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
地
域
振
興
に
な
る
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

不
正
受
給
の
摘
発
で
、

真
に
救
う
べ
き
弱
者
が

切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
町
の
生

活
保
護
者
の
人
数
、
対
象
者
の
内
訳
、

類
似
自
治
体
と
の
比
較
な
ど
、
生

活
保
護
申
請
の
状
況
を
問
う
。

生
活
保
護
の
決
定
は
、

町
に
福
祉
事
務
所
が
な

い
た
め
、
峡
南
福
祉
事
務
所
で
行
っ

て
い
る
。

　
面
接
で
生
活
状
況
を
聞
き
、
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
生
活
内
容
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
事
案
の
内
容
が
個
々

に
異
な
り
、
相
談
内
容
を
把
握
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
る
の
で
、
疑

義
が
な
け
れ
ば
見
放
す
こ
と
は
な
い
。

　
現
在
60
人
が
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
が
、
他
市
町
の
保
護
者
数

の
詳
細
が
な
く
、
類
似
他
市
町
と

の
比
較
も
難
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

最
終
的
な
判
断
が
つ
く

ま
で
、
日
数
的
に
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
の

申
請
者
数
は
。

20
日
を
限
度
に
、

峡
南
福
祉
事
務

所
に
申
請
を
上
げ
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
。

　
な
お
申
請
件
数
は
22
年
度
10
世

帯
12
人
、
23
年
度
13
世
帯
16
人
、

24
年
度
は
2
月
現
在
13
世
帯
17
人

と
な
っ
て
い
る
。

河
住 相

談
内
容
を
把
握
し

対
応

生
活
保
護
者
対
策
は



全
国
的
に
学
校
現
場
や

家
庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
体
罰
問
題

が
議
論
さ
れ
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

児
童
虐
待
な
ど
環
境
は
極
め
て
深

刻
な
状
況
だ
。
本
町
で
は
児
童
・

生
徒
の
悩
み
に
対
応
す
る
体
制
の

強
化
や
、
学
校
教
育
に
関
す
る
専

門
的
事
項
に
つ
い
て
、
指
導
・
研

究
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

県
よ
り
2
人
の
臨

床
心
理
士
の
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
を
受
け
、

児
童
・
生
徒
の
悩
み
に
耳
を
傾
け

る
な
ど
、
教
育
相
談
体
制
の
強
化

に
努
め
て
い
る
。

　
昨
年
4
月
か
ら
教
育
指
導
監
を

学
校
教
育
課
に
配
置
し
、
就
学
相

談
や
特
別
支
援
教
育
業
務
の
推
進
、

教
育
課
程
の
検
証
や
研
修
会
な
ど
、

町
独
自
の
情
報
教
育
の
推
進
に
力

を
注
い
で
い
る
。
町
の
教
育
行
政

基
本
方
針
が
平
成
25
年
度
に
最
終

年
度
と
な
る
の
で
、
検
証
と
新
た

な
基
本
方
針
の
策
定
を
行
い
、
豊

か
な
心
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
努
め
て
い
き
た
い
。

①
地
区
担
当
職
員
が
区

と
連
携
し
取
り
組
み
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
が
、
係
長
の
手
当

と
年
間
総
額
は
。

②
制
度
で
目
に
見
え
る
効
果
と
実

例
は
。

③
区
役
員
や
担
当
職
員
か
ら
の
意

見
は
。

④
今
後
、
こ
の
制
度
を
継
続
し
て

い
く
の
か
。①

通
常
の
勤
務
時
間
外

に
出
席
、
月
5
千
円
を

支
給
、
24
人
で
年
額
1
4
4
万
円
。

②
経
常
的
に
区
と
行
政
の
関
係
を

高
め
る
制
度
。
効
果
は
目
に
見
え

に
く
い
が
、
地
区
役
員
と
懇
親
を

深
め
る
な
ど
、
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。
協
働
の
精
神
で
取
り
組

み
た
い
。

③
「
情
報
を
早
め
に
」
「
区
を
発

展
さ
せ
る
助
言
を
」
「
行
事
に
顔

を
出
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
。
職
員

か
ら
は
「
今
ま
で
に
な
い
業
務
で
、

立
ち
位
置
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
た
。

④
地
区
担
当
職
員
制
度
は
今
後
と

も
大
事
な
制
度
の
た
め
継
続
す
る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
内
容
が
見
直
さ

れ
る
。
地
区
住
民
が
「
町
独
自
の

開
発
許
可
基
準
」
で
開
発
が
可
能

に
な
る
よ
う
、
条
例
化
を
制
定
す

る
考
え
は
な
い
か
。

今
後
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
併
せ
、
国
・

県
と
調
整
協
議
し
、
専
門
職
員
の

育
成
や
条
例
制
定
を
含
め
検
討
し

た
い
。

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

教
育
長

田
中

田
中

元気に遊ぶ子どもたち

めざせ豊かな心を育むまち
教育相談体制の強化に努める

国
・
県
と
調
整

協
議
し
検
討

町
内
独
自
開
発
許
可

基
準
の
条
例
制
定
は

町
長

町
長 協

働
の
精
神
で

取
り
組
み
た
い

ア
イ
デ
ア
政
策
と

地
区
担
当
職
員
制
度
は

田
中



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

深
澤

再
質
問

体
罰
、町
の
状
況
と
防
止
対
策
は

教
員
の
体
罰
は
処
分
を
考
え
る

町
長

深
澤学校教育法

第十一条 　校長及び教員は、教育上必要があると

認めるときは、文部科学大臣の定めるところにより、

児童、生徒及び学生に懲戒を加えることができる。

ただし、体罰を加えることはできない。 

こ
こ
数
年
の
学
校
教
育

の
中
で
、
体
罰
が
起
き

て
い
な
い
か
。
教
育
委
員
会
・
学

校
は
体
罰
を
ど
う
認
識
し
、
防
止

の
た
め
に
ど
う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

口
頭
注
意
処
分
を

行
っ
た
例
は
あ
る

が
、
現
在
は
信
頼
関
係
を
取
り
戻

し
て
い
る
。
今
後
は
実
態
調
査
を

行
い
、
体
罰
を
認
め
た
場
合
は
当

該
教
員
の
処
分
を
考
え
て
い
る
。

体
罰
防
止
は
、
学
校
・
保
護
者
・

地
域
の
連
携
の
下
で
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
良
さ
を
見
抜
き
、

可
能
性
を
伸
ば
す
指
導
方
法
や
体

制
の
確
立
に
取
り
組
む
。

地
方
公
務
員
は
15
年
間

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
な
く
、

給
料
は
引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、

自
治
体
の
運
営
に
も
影
響
す
る
。

職
員
給
料
の
引
き
下
げ
は
行
う
べ

き
で
は
な
い
が
、
見
解
は
。

消
費
税
増
税
に
向
け
、

国
民
の
理
解
を
得
る
た

め
平
成
25
年
度
に
限
り
実
施
す
る

も
の
と
国
か
ら
緊
急
に
要
請
さ
れ

た
が
、
町
は
近
隣
市
の
給
料
と
比

較
し
低
い
水
準
に
あ
る
。
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
、
検
討
・

判
断
し
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護
は
国
民
の
最

低
生
活
を
保
障
す
る
も

の
で
、
最
後
の
命
綱
だ
。
生
活
保

護
費
の
削
減
を
行
わ
な
い
よ
う
、

強
く
求
め
る
が
、
当
局
の
考
え
は
。

日
常
生
活
の
費
用
で
あ

る
生
活
扶
助
は
、
平
成

25
年
8
月
か
ら
段
階
的
に
削
減
と

報
道
さ
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
の

基
準
額
は
生
活
支
援
制
度
の
目
安

に
も
な
っ
て
お
り
、
現
行
制
度
で

は
生
活
保
護
費
の
町
独
自
の
補
填

は
収
入
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
な
る

減
額
に
つ
な
が
り
、
援
助
は
難
し
い
。

今
の
基
準
で
は
食
費
は

1
食
2
9
4
円
。
こ
れ

を
6
・
5
％
も
削
減
と
な
る
の
は

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
。
下
げ
ら
れ

た
場
合
、
そ
の
分
を
町
が
負
担
し

て
生
活
保
護
者
を
支
援
す
べ
き
で
は
。

現
状
の
制
度
上
、
で
き

な
い
状
況
。
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

町
長

教
育
長

近
隣
市
町
村
の
動
向

を
見
て
判
断

地
方
公
務
員
の

給
料
は

深
澤

援
助
は
難
し
い
状
況

生
活
保
護
費
の
削
減
は

深
澤

町
長



鎌
田
川
流
域
は
、

工
業
団
地
の
造
成

や
宅
地
開
発
で
市
街
化
が
進
み
、

水
害
の
危
険
性
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
河
川
を
管
理
す
る
県
で
は
、

平
成
38
年
度
以
降
の
鎌
田
川
改
修

計
画
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

町
と
し
て
要
請
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

鎌
田
川
の
未
改
修
区
間
は
、

矢
板
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

板
柵
等
で
暫
定
改
修
が
長
年
続
い

て
お
り
、
水
害
防
止
に
早
急
な
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
県
で

は
抜
本
的
な
河
川
改
修
を
進
め
て

お
り
、
年
次
計
画
で
実
施
す
る
報

告
を
受
け
て
い
る
が
、
河
川
改
修

費
の
財
源
が
少
な
い
と
の
こ
と
で
、

い
ま
だ
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

町
民
の
生
命
・
財
産
の
生
活
基
盤

を
守
り
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
危
険
度
の
高
い
箇

所
の
暫
定
改
修
や
、
堆
積
土
砂
の

し
ゅ
ん
渫
、
雑
草
除
去
と
併
せ
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

昨
年
7
月
に
、
危

険
な
通
学
路
15
カ

所
の
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
た
。

新
入
学
児
童
が
安
心
し
て
登
校
で

き
る
道
路
の
完
成
を
願
う
が
、
通

学
路
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

緊
急
性
や
危
険
性

の
高
い
9
カ
所
を

選
定
し
、
う
ち
6
カ
所
を
早
急
な

対
策
が
必
要
と
認
め
、
現
在
4
カ

所
は
路
面
表
示
の
追
加
や
塗
り
な

お
し
、
安
全
上
の
妨
げ
と
な
る
看

板
の
撤
去
な
ど
を
行
っ
た
。
残
り

2
カ
所
も
早
急
に
改
善
を
図
る
。

ま
た
本
町
の
「
通
学
路
に
関
す
る
要

綱
」
を
制
定
し
て
安
全
に
努
め
る
。

小
学
校
低
学
年
の

発
達
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
、
通
常
の
学
校

で
の
支
援
体
制
や
配
慮
が
で
き
て

い
れ
ば
、
一
日
で
も
早
く
自
立
で

き
る
。
町
の
発
達
障
が
い
児
の
支

援
は
。

各
学
校
で
は
「
特

別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
担
当
教
職
員

が
中
心
と
な
り
、
具
体
的
な
対
応

策
を
組
織
的
に
検
討
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
教
育
指
導
員
や
教
育
支
援
員
等

の
職
員
を
、
町
費
単
独
で
多
数
配

置
し
、
施
設
面
の
改
修
も
含
め
、

き
め
細
や
か
な
教
育
環
境
の
整
備

を
推
進
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
相
応
し
い
教
育
を
行
い
、
将
来

的
な
自
立
を
目
指
す
。

4
月
よ
り
5
年
生

と
中
学
2
年
生
の

少
人
数
学
級
が
拡
大
と
な
り
、
平

成
26
年
度
か
ら
は
全
学
年
が
対
象

に
な
る
が
、
取
り
組
み
と
今
後
の

対
応
は
。

25
年
度
に
、
は
ぐ

く
み
プ
ラ
ン
を
適

用
す
る
の
は
西
条
小
が
1
・
3
・

5
年
生
、
常
永
小
で
1
年
生
が
対
象
。

町
全
体
の
1
学
級
当
た
り
の
平
均

学
級
人
数
は
小
学
校
が
25
・
9
人
、

中
学
校
が
32
・
5
人
。
町
単
独
の

教
育
指
導
員
も
配
置
し
、
さ
ら
に

き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長

町
長

長
谷
川

長
谷
川

長
谷
川

鎌田川の改修は

県に強く要望する

鎌
田
川（
西
条
新
田
地
内
）

長谷川幸廣 議員
は が わ ゆ き ひ ろせ

組
織
的
に
検
討
し

取
り
組
む

発
達
障
が
い
児
の

支
援
を

再
質
問

長
谷
川

教
育
長

教
育
長

対
策
が
必
要
な

6
カ
所
を
改
善

通
学
路
安
全
対
策
の

進
捗
は



本
町
で
は
平
成
4
年
か

ら
、重
度
心
身
障
が
い
者

（
児
）
等
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

金
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
対
象

者
の
中
に
精
神
障
が
い
者
が
入
っ

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
町
の
福

祉
政
策
充
実
の
た
め
に
も
、
加
え

る
べ
き
で
は
。

障
が
い
者
の
中
で
も
ご

指
摘
の
よ
う
な
方
と
、

障
が
い
者
本
人
や
家
族
の
方
が
運

転
す
る
場
合
も
あ
る
。
利
用
者
は

平
成
23
年
度
ま
で
横
ば
い
で
、
本

年
度
は
利
用
者
も
多
く
な
り
増
額

補
正
を
し
て
い
る
。
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
取
り

扱
い
は
、
公
平
性
を
考
慮
し
、
速

や
か
に
対
応
し
た
い
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

消
費
者
問
題
に
直
面
す

る
よ
う
に
な
り
、
本
町
で
も
「
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
今
後
は
消
費
者
教

育
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
町

の
考
え
は
。振

り
込
め
詐
欺
や
悪
質

商
法
が
後
を
絶
た
な
い
。

町
で
は
防
災
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
で
、
町

民
に
周
知
し
注
意
を
促
し
た
。

　
毎
月
第
2
金
曜
日
午
前
に
、
町

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
所
を

開
設
し
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
に
応
じ
て
お
り
、
専
門
的
知

識
が
必
要
な
場
合
、
県
民
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
解
決
し
て
い
る
。

　
消
費
者
教
育
推
進
は
、
高
齢
者

対
象
に
い
き
が
い
大
学
開
催
時
や
、

各
種
団
体
の
研
修
会
や
地
域
の
集

ま
り
な
ど
、
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

の
出
前
講
座
で
悪
質
商
法
の
手
口

と
対
処
法
、
携
帯
電
話
等
の
ト
ラ

ブ
ル
事
例
な
ど
、
未
然
に
防
止
で

き
る
よ
う
役
立
て
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ
等
で
も
町
民

に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

町
長

河
田

河
田

河田あけみ 議員
か わ だ

町
長 未

然
防
止
に

力
を
入
れ
る

消
費
者
を

被
害
か
ら
守
れ

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
事
業
に
公
平
性
を

速
や
か
に
対
応
す
る

町で作成した防犯シール



清
水
新
居
区
（
第
10
回
）

上
河
東
二
区
（
第
9
回
）

1
月
18
日
　
上
河
東
二
区
集
会
所

●
出
席
者
　
 
区
民
　
22
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
田
中
博
愛
　
中
澤
康
夫

 
 
 
 
 
 
遠
藤
辰
男
 
福
島
正
明

 
 
 
 
 
 
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長
 
　

●
地
元
議
員
　
河
住
保
茂

Ｑ
　
消
防
の
新
入
団
員
確
保
が
難
し
い
。

南
ア
ル
プ
ス
市
の
新
規
入
団
者
に
対
す

る
商
工
会
の
特
典
な
ど
、
地
域
で
支
え

て
い
く
仕
組
み
作
り
も
重
要
だ
と
考
え

る
が
対
応
策
は
ど
う
か
。

Ａ
　
地
区
ご
と
の
定
数
も
見
直
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
企
業
へ
の
協
力
、
社

員
の
消
防
活
動
の
協
力
等
は
、
文
書
で

も
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
適
切
な
消

防
団
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
消
防
団
・

各
地
区
と
連
携
し
、
団
員
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
常
永
駅
か
ら
イ
オ
ン
へ
の
歩
行
者

の
流
れ
が
起
き
て
い
る
。
親
切
な
表
示
、

安
全
性
の
確
保
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

Ａ
　
常
永
駅
周
辺
の
整
備
も
含
め
、
イ

オ
ン
側
と
も
協
議
し
て
い
く
。

　開かれた議会を目指し、地域ごと

の住民の悩みや声を聴き、議論・調

査・研究を進め、昭和町の住民福祉

の向上と、地域社会の活力ある発展

を目指すのが町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望

は結果報告書として区長に提出しま

す。すべての意見・要望を満たすわ

けにはいきませんが、議会は執行機

関と一緒になって課題解決に知恵を

絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

1
月
29
日
　
清
水
新
居
地
区
公
民
館

●
出
席
者
　
　
区
民
　
37
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
三
井
　
猛
　
石
原
高
明

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
幸
廣
　
塚
原
將
司

　
　
　
　
　
　
野
中
敏
美

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
林
　
和
仁

Ｑ
　
自
主
防
災
体
制
の
組
織
は
区
で
、

何
を
、
ど
の
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
共

有
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
区

の
役
員
は
2
年
交
代
な
の
で
、
災
害
時

の
役
割
分
担
が
果
た
せ
る
か
不
安
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
思
う
。

Ａ
　
災
害
時
は
72
時
間
が
勝
負
と
言
わ

れ
、
各
自
が
3
日
分
の
食
料
、
飲
料
水

を
準
備
す
べ
き
と
考
え
る
。
地
域
防
災

計
画
の
中
に
明
記
し
て
あ
り
、
各
戸
に

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
配
布
し
て
あ
る
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
、
共
助
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
災
害
に
備
え
て
食
料
、
飲
料
水
等

の
備
蓄
品
が
西
条
小
学
校
に
あ
る
が
、

災
害
が
起
こ
れ
ば
道
路
等
が
崩
壊
し
、

調
達
が
困
難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
清
水
新
居
区
に
備
蓄
品
を
備
え
て
ほ

し
い
。

Ａ
　
最
低
限
度
の
備
蓄
品
等
は
、
各
区

自
主
防
災
会
で
用
意
す
る
の
が
基
本
。

町
で
備
蓄
し
て
あ
る
食
料
等
は
必
要
に

応
じ
職
員
が
搬
送
す
る
。

Ｑ
　
先
に
行
わ
れ
た
協
働
政
策
評
価
意

見
交
換
会
の
中
で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
希

望
者
が
多
い
た
め
、
受
診
定
員
を

3
5
0
人
か
ら
4
5
0
人
に
増
員
す
る

と
聞
い
た
が
。

Ａ
　
人
間
ド
ッ
ク
の
募
集
人
員
を

4
5
0
人
に
す
る
に
あ
た
り
、
受
け
入

れ
先
の
医
療
機
関
と
協
議
す
る
。

地区に備蓄品を備え
て！

地区に備蓄品を備え
て！

地区に備蓄品を備え
て！



飯
喰
区
（
第
12
回
）

河
東
中
島
区
（
第
11
回
）

2
月
18
日
　
河
東
中
島
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
29
人

●
参
加
議
員
　
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
田
中
博
愛
　
中
澤
康
夫

　
　
　
　
　
　
遠
藤
辰
男
　
福
島
正
明

　
　
　
　
　
　
林
　
和
仁

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長

2
月
28
日
　
飯
喰
区
集
落
セ
ン
タ
ー

●
出
席
者
　
　
区
民
　
15
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
深
澤
克
男

　
　
　
　
　
　
深
澤
平
助
　
樋
口
敏
夫

　
　
　
　
　
　
河
住
保
茂

　
　
　
　
　
　
萩
原
　
馨
議
長
 

Ｑ
　
4
月
か
ら
「
粗
大
ゴ
ミ
の
一
カ
所

収
集
」
や
、
「
高
齢
者
へ
の
牛
乳
配
布
・

祝
い
金
」
等
の
見
直
し
、
「
人
間
ド
ッ

ク
」
の
個
人
負
担
増
額
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
が
削
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ス
面
し
か
感
じ

ら
れ
な
い
。
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
3
月
議
会
で
提
案
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
し
っ
か
り
議
論
し
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
急
激
に
人
口
増
加
が
見

込
ま
れ
る
常
永
地
区
に
、
中
学
校
の
新

設
計
画
は
。

Ａ
　
3
町
合
併
協
議
会
の
時
は
、
中
学

校
用
地
を
確
保
し
て
い
た
が
、
単
独
町

政
後
、
押
原
中
の
増
築
を
行
い
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
特
別
教
室
の
使
用
な
ど

で
十
分
間
に
合
う
の
で
計
画
は
な
い
。

今
後
10
年
20
年
後
の
生
徒
減
少
が
予
測

さ
れ
る
事
も
理
由
と
し
て
あ
る
。

Ｑ
　
最
近
、
全
国
で
自
殺
す
る
子
ど
も

の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
あ
り
心
配
し
て
い

る
。
町
の
小
中
学
校
の
イ
ジ
メ
・
体
罰
・

道
徳
教
育
に
つ
い
て
、
議
会
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
教
育
長
及
び
中
学
校
長
と
の
聞
き

取
り
に
よ
る
と
、
イ
ジ
メ
は
な
い
と
の

こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
体
罰
に
つ
い

て
は
3
月
議
会
で
一
般
質
問
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
道
徳
教
育
は
小
中
学
校
と

も
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
年
各
校

で
道
徳
授
業
を
公
開
し
て
い
る
の
で
機

会
が
あ
れ
ば
見
学
し
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ
　
甲
府
都
市
計
画
線
引
き
市
街
化
調

整
区
域
は
、
昨
年
12
月
に
説
明
が
あ
っ

た
が
、
河
東
中
島
区
は
農
業
振
興
地
域

や
農
地
も
多
い
。
町
長
が
県
や
国
の
許

可
が
あ
れ
ば
、
部
分
的
に
開
発
さ
れ
る

の
で
は
と
の
話
が
あ
っ
た
。
町
の
権
限

で
開
発
さ
れ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
権
限
委
譲
の
問
題
が
あ
る
が
、
住

民
が
こ
の
よ
う
に
し
た
い
と
す
る
地
区

計
画
が
、
町
長
の
権
限
で
で
き
な
い
か

一
般
質
問
す
る
。
町
で
は
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
併
せ
、
地
区
計
画
を

策
定
す
る
中
で
、
県
と
調
整
協
議
し
、

専
門
職
員
の
育
成
や
条
例
制
定
を
含
め

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

Ｑ
　
農
地
を
持
つ
農
家
の
子
ど
も
と
し

て
、
農
業
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
め

な
い
現
状
が
あ
る
。
地
区
計
画
を
踏
ま

え
た
全
体
計
画
が
見
直
せ
る
の
で
あ
れ

ば
、
町
の
積
極
的
な
指
導
力
で
進
め
て

ほ
し
い
。

Ａ
　
山
梨
学
院
大
学
の
中
井
教
授
の
話

で
は
、
町
と
し
て
の
計
画
内
容
が
充
実

し
て
い
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
実
現
が

難
し
い
と
話
し
て
い
る
。
開
発
な
り
、

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る

に
は
、
地
区
（
ゾ
ー
ニ
ン
グ
）
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
の

か
、
住
民
の
関
心
度
の
向
上
が
最
も
大

切
だ
と
思
う
。

農業振興は農業振興は

町のリーダ
ーシップで

！
町のリーダ

ーシップで
！農業振興は

町のリーダ
ーシップで

！

改善されない改善されない

粗大ゴミの出
し方！

粗大ゴミの出
し方！改善されない

粗大ゴミの出
し方！



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

昭和町西条新田区からアルプス通りに
抜ける町道30号線、完成予定は

平成24年第1回定例会（産業土木常任委員会）質問者：遠藤辰男議員／福島正明議員

その後

平成26年度着工予定、平成
28年度完成予定。

30号線の工事はいつごろ着工か。
また完成予定は。

平成24年度には2件の用地買収を行い、補正あ
るいは平成25年度予算の中で工事をしていき

たいと思っている。

？

実際議会に触れてみて
私自身、今まで無関心
だったことを再認識で
きた。議会モニターと
してこれを機会に関心
を持って議会を見守っ
ていければと思う。

町民の声の代弁者とし
て、議会モニターと議
会とで相互に意見交換
会をしながら、より良
い議会改革につなげて
もらいたい。

議会に対しての興味が
増し、少しだけ町政が
身近な存在になった。
女性議員の増員を願
い、今後も傍聴させて
いただきたい。

民主的な議会運営を推
進し、議会改革に積極
的に取り組んでいる議
会に、町民としてとて
も誇りに思う。将来は
議会ライブ中継等、さ
らに開かれた議会を目
指していただきたい。

モニターとして何をす
べきか考えが定まら
ず、なかなか出向くこ
とができなかった。町
がより良く住みよくな
るために小さなことか
ら少しずつ把握・対応
していきたい。

当初より雰囲気になじ
むことができた。議会
モニターの意見が生か
されたような、一般質
問の活発な様子がみら
れて嬉しく思う。



○○○発電　公共施設に設置！1

議会にて選挙管理委員選出。○名の委員に決定。2

新年度一般会計予算71億○○○○万円！3

空欄に適切な言葉を入れてください。

156号クイズの答え
① ワーク ② 71 ③京都 

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入
してください。FAXやメールも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　5月末日　消印有効
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私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
、
周
囲
は
広
々
と
し
た
農

村
風
景
で
あ
り
、
遠
く
の
山
々
は
何
も
妨
げ
る
も

の
も
な
く
、
裾
野
ま
で
展
望
で
き
た
。
道
路
は
狭

く
集
落
を
結
ぶ
道
端
は
田
ん
ぼ
が
連
な
り
、
き
れ

い
な
小
川
が
流
れ
、
時
期
に
は
源
氏
ホ
タ
ル
が
乱

舞
し
夏
の
風
物
詩
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

 
社
会
人
と
な
り
就
職
し
て
か
ら
は
、
山
梨
と
関

東
を
行
っ
た
り
来
た
り
の
生
活
で
、
20
年
ほ
ど
地

域
に
ご
無
沙
汰
し
て
し
ま
っ
た
。
地
元
に
定
住
し

気
が
つ
い
て
み
る
と
、
村
が
町
と
な
り
工
業
団
地

が
誘
致
さ
れ
、
「
青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち
」
と

し
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
た
。
以
来
、
行
政
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
わ
が
町
は
ま
す
ま
す
活
力

の
あ
る
町
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

 
一
昨
年
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
も
開
店
し
、
我
々
の

生
活
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
、
さ
ら
に
は
21
世
紀

の
夢
を
託
し
た
リ
ニ
ア
カ
ー
の
開
通
も
現
実
な
も

の
と
な
り
、
沿
線
の
地
域
と
し
て
町
の
発
展
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

 
今
後
、
町
で
は
高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

各
地
区
を
回
り
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
施
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

 
私
も
後
期
高
齢
者
の
一
人
と
し
て
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
余
生
を
送
り
、
夢
が
か
な
う

な
ら
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
営
業
を
開
始
す
る
こ
ろ

ま
で
頑
張
り
た
い
と
、
ひ
そ
か
に
願
っ
て
い
ま
す
。

 
私
は
か
れ
こ
れ
10
年
ほ
ど
前
、
結
婚
を
機
に
昭

和
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

 
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
ま
で
は
、
町
の
こ
と
は
あ

ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
妊
娠
・
出
産
、
子
育

て
を
通
じ
、
き
め
の
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

中
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
愛
育
班
員
さ
ん

が
訪
問
を
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
1
人
目
の
慣

れ
な
い
育
児
で
ま
い
っ
て
い
た
時
声
を
か
け
て
く
れ
、

温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
乳
幼
児
健

診
で
愛
育
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

 
子
ど
も
が
小
学
校
に
入
る
と
、
子
ど
も
と
共
に

杉
浦
邸
や
義
清
神
社
等
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
季

節
の
催
し
も
盛
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加

し
親
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
休
日
は
、
設
備
の

整
っ
た
押
原
公
園
で
体
を
動
か
し
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
恵
ま
れ
た
町
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
転
入
の
多
い
昭
和
町
で
す
が
、
古
く
か
ら

住
ん
で
い
る
方
も
温
か
く
、
子
ど
も
に
も
よ
く
声

を
か
け
て
く
れ
、
地
域
で
も
子
ど
も
を
見
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

 
小
さ
く
て
も
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
の
こ
の
町
に
住

め
て
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
昭
和
町
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
素
敵
な
町
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
町
の
一
員
と
し
て
で
き

る
こ
と
は
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
政
策
に
期
待

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
昭
和
町

上
河
東
区

二
宮
　
一
英
さん

に
の

み
や

か
ず

ひ
で

西
条
二
区

望
月
　
ま
り
さん

も
ち

づ
き

　平成23年4月1日から2年間、
議会事務局長として勤務された河
西実氏が定年退職し、4月1日付
の人事異動により、後任として前
下水道課長の今澤幸広氏が議会事
務局長に配属となりました。

精一杯がんばります。
今後ともよろしくお願いします。
精一杯がんばります。
今後ともよろしくお願いします。

●
広
報
編
集
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
　
河
住
　
保
茂

　
副
委
員
長
　
　
河
田
あ
け
み

　
委
　
　
員
　
　
三
井
　
　
猛
 
深
澤
　
克
男

　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
和
仁
　
石
原
　
高
明


